
第８期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価（R4)

※評価は5段階評価とし、良い方から「5、4、3、2、1」としています。（評価の目安として、達成率80％以上を5、60～79％を4、40～59％を3、20～39％を2、19％以下を1としています。）

評価

介護給付適正化

保険者である本町が行う適正化事
業は、高齢者等が可能な限り住み
慣れた地域でその有する能力に応
じ自立した日常生活を営むことが
できるようにするとともに、限ら
れた資源を効率的・効果的に活用
するために、保険者が本来発揮す
るべき保険者機能である。そのた
め、本町では介護給付適正化計画
を第８期介護保険事業計画に合わ
せて策定し、PDCAサイクルに基づ
いて実施することで、保険者の責
任において費用の適正化を図る。
適正化事業の実施主体は保険者だ
が、適正化事業の推進に当たって
は、広域的視点から保険者を支援
する山梨県、国保連介護給付適正
化システムにより適正化事業の取
り組みを支える山梨県国民健康保
険団体連合会と現状認識を共有
し、連携して取り組んでいく。

・要介護認定の適正化
・ケアプランの点検
・住宅改修等の点検
・縦覧点検・医療情報との突合
・給付明細発送

・要介護認定の適正化　全件確認
・ケアプランの点検　月5件程度
・住宅改修等の点検　事前申請後、全
件確認。福祉用具購入については、
購入前後のケアプランを確認し適切な
購入かを判断。
・縦覧点検・医療情報との突合　国保
連へ委託

・要介護認定適正化　全件確認
・ケアプラン点検　運営指導を行った1
事業所のケアプランを点検
・住宅改修等の点検　全件確認
・縦覧点検・医療情報との突合　国保
連への委託実施
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要介護認定調査及び福祉用具購入
（80件）、住宅改修（56件）の全件確認
を実施。
ケアプラン点検については、新規介入
ケースを点検対象として、実地支援し
た居宅支援事業所に加え、新規ケー
スのプラン提出のあった事業所を対象
に、９名のケアマネの延べ１３件の点
検を行い、コロナ禍のこともあり文書
にて点検結果を報告している。また委
託の予防支援のケアプランは124件の
点検実施。内容としては包括支援セン
ターの意見記載47件の他、ﾌﾟﾗﾝ内容・
目標設定や利用者の体調等に伴う助
言が62件、介護予防教室の利用勧奨
4件であり、認定有効期間の間違いや
評価表の提出依頼等も行っている。
縦覧点検等は国保連に委託実施。概
ね目標に対して実施できた。

居宅介護支援事業所の介護支援専
門員の作成するケアプランの点検に
ついては、アセスメント過程からの課
題分析・目標設定、ケアプラン作成と
いうケアマネジメントプロセス全般に課
題があり、介護支援専門員の資質の
向上に向けた、研修等の企画・実施の
必要性がある。又、ケアプラン点検を
行う担当者の負担も大きく、今後のケ
アプラン点検の実施方法等の検討も
必要であるが、昨年度のアドバイザー
派遣事業の活用により、ケアプラン点
検の考え方や対象者選定、点検結果
の返却方法等についてアドバイスをい
ただいたことも踏まえつつ、次年度以
降のケアプラン点検の企画の再検討
を行う予定。予防支援ｹｱﾌﾟﾗﾝの点検
については、利用者の自立度も高く、
状態変化もないことから、目標の再検
討等の助言しても、次回プランの変更
はあまり見られないケースが目立つこ
とや、サービス利用の終了等を検討
するケースも少ない。

自立支援・重症化防止の
取り組み

介護保険制度の持続可能性を維持
しつつ、高齢者の生活機能の低下
を防止して、自立した日常生活を
過ごすための体制の確立が喫緊の
課題となっている。
そのため介護保険事業計画におい
て、高齢者の地域における自立し
た日常生活の支援、要介護状態と
なることの予防又は要介護状態等
の軽減若しくは悪化の防止へ取り
組んでいる。

現状と課題

R3年度（実績評価）第8期介護保険事業計画に記載の内容

第８期における
具体的な取組

課題と対応策目標
（事業内容、指標等）
自己評価

実施内容

 ①保険者として、地域密着介護サー
ビス事業所運営基準や運営指導ポイ
ントなどの理解習得に努める事、担当
者間での指導内容の統一などを重ね
ることにより、適切な指導支援を目指
す。事業所内の人員配置や帳票・記
録類の整備状況等改善指導を行った
事業所については、今後の改善状況
等の確認も必要と考える。
新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、当初予定していた１カ所の事業所
に運営指導を行うことができなかっ
た。そのため、オンラインを活用した方
法も検討していく。
②地域ケア個別会議で上がった地域
課題の明確化を行った結果を次期介
護保険計画策定時に参考にし、施策
に反映させていく。りハビリテーション
体制、アセスメント力に関する事柄に
ついては、来年度リハビリ体制整備事
業について検討し、体制を整えてい
く。また、アセスメント力についての課
題に対しては、アセスメント時に確認
する事項等まとめたものを提示、ケア
マネ対象の勉強会や事例検討会等の
開催を検討し、ケアマネジメント向上を
図っていく。また、年間の件数が少な
いため、引き続き事例の積み上げを
継続
③高齢者を取り巻く制度についての知
識や活用にあたっての方法等につい
て、専門の講師を迎えて実施してい
く。さらに居宅介護支援事業所管理者
である主任介護支援専門員連絡会が
配置される中で、介護支援専門員の
資質の向上を目指す介護支援専門員
研修会の企画・運営等への協力を今
後検討していきたい。Zoom環境での
グループワークには限界がある為、コ
ロナ感染の情勢をみながら会場開催
も検討していく。
④引き続き個別ケアを行う体制を維持
するとともに、総合相談事業との連動
を強化し、必要に応じて柔軟に対応出
来るようにする。初期集中支援を含め
総合的な認知症支援と関係部署間の
連携ルール作りが望まれる。
⑤感染症拡大にて、教室の自粛期間
が長く、令和4年から回数は確保でき
るようになったものの、新規参加者を
募ることができていないため、今後は
染症対策を行いつつ、新規参加者を
増やしていく方法について検討してい
く。例年同様での評価方法ができない
年もここ数年あったため、アウトプット
での経年評価が出来ない。よって各
自の運動機能の向上などアウトカム
指標での評価に重点を置いていく。

①地域密着型サービス事業者への運
営指導
②医療介護に関わる多職種の関係者
が参加する地域ケア会議の開催
③介護支援専門員に対する研修会
④認知症初期集中支援チームによる
支援会議の実施
⑤一般介護予防事業参加者の増加

① 地域密着型サービス事業者への
運営指導（指標：指定有効期間中に1
回）
② 医療介護に関わる多職種が参加
する地域ケア会議の開催（指標：月に
１回）
③ 介護支援専門員に対する研修会
の実施（指標：年間５回）
④認知症初期集中支援チームによる
支援会議の実施（月１回）
⑤一般介護予防事業参加者の増加
（指標：全高齢者の１割）

①地域密着型事業所の運営指導を、地域
密着型通所介護2事業所の実施。
②自立支援型の地域ケア個別会議を対
面及びＺｏｏｍにて、隔月で年６回開催し
た。新型コロナウイルス感染拡大に伴い
ガイドラインを遵守し、感染症対策を強化
している。地域ケア推進会議を9月～11月
に3回実施。。
③富士北麓地域7市町村包括支援セン
ター合同で、管内介護支援専門員研修会
を企画し、年度内に４回実施。コロナ感染
予防のため、前年度より更にＺｏｏｍ環境
を整え各市町村等がホストになり実施。ケ
アマネージャーの質の向上のため事前ア
ンケートを踏まえ内容は、コロナ禍感染症
への対応や自然災害発生時の業務継続
のBCP作成視点のポイント、精神疾患の
治療や専門医療機関の体制と連携の在り
方、高齢者の経済的虐待（第３弾）の理
解・未然防止等について実施。
④初期集中支援が常時実施できる体制を
整えてあるが、対象ケースなく個別の支援
会議は未実施となった。　　　　　　　　⑤感
染症ガイドラインを遵守して4月から各教
室、毎週実施開催となる。自宅でも運動
ができるよう宿題体操プリントの配布継
続。アウトカム指標を変更し、体力測定を
実施。
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Ⅰ（１）①事前提出資料を参考に、日程確
認・指導のポイント（運営基準・加算内容
等を参考に）・役割分担等を確認し指導当
日の準備を行い事業所の負担軽減も含め
て指導の短時間・簡素化を踏まえて実
施。
②新型コロナウイルス感染症対策を行い
ながら実施。これまでの地域課題を集約
し、地域課題の明確化を行うために地域
ケア推進会を開催。今後地域課題解決に
向けて次期介護保険への反映させ、優先
順位や方法等を相談し検討する。
③Zoom環境を整えることにより、人数制
限が解除され、Zoom環境での研修参加
者が271名と増えている。研修場所への
移動時間も短縮され効率的になった。ま
た、グループの検討などができるよう準備
(技術)を整え充実した研修を実施。ケアマ
ネの対応に必要な知識とスキルなどを学
ぶ内容になっている。
④対象ケースがあれば訪問、参集出来る
体制は整っている。
⑤令和4年度参加者状況：延人数5571
人、実人数183人（全高齢者の2.5％）。前
年度と比較し、開催日数が増えたことによ
り、延べ人数は増加したものの、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で、新規参加者
を募ることができず、実人員はに減少して
いるため、経年でのアウトプット指標での
評価が難しい状況。アウトカム指標として
体力測定を行っているが、前年度との項
目、方法を変更したため、比較は難しい
が、今後はまた改善等比較しながら検討
していきたい。


